
第
26
回
新
潟
貨
物
協
定
期
委
員
会
が

３
月
16
日
13
時
30
分
か
ら
地
本
事
務
所

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
開

会
し
、
資
格
審
査
で
は
委
員
・
役
員
全

員
の
出
席
を
確
認
し
定
期
委
員
会
が
成

立
し
た
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
東
新
潟
機
関
区
分
会
の
藤
井

委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
勝
山
新
潟
地
方
貨
物
協
・

議
長
か
ら
あ
い
さ
つ
「
国
労
運
動
の
中

で
貨
物
協
の
役
割
は
重
要
だ
。
職
場
の

闘
い
・
分
会
活
動
か
ら
運
動
を
作
り
上

げ
て
い
こ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。

関
東
貨
物
協
か
ら
斉
藤
議
長
が
出
席
、

地
本
か
ら
は
関
川
委
員
長
が
出
席
し
、

そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

県
支
部
か
ら
星
野
執
行
委
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

９
名
の
発
言

職
場
の
状
況
報
告

●
JR
東
日
本
へ
出
向
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
JR
新
潟
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
へ
10
月

１
日
出
向
し
た
。
今
回
は
め
ず
ら
し
い

例
で
貨
物
会
社
か
ら
４
名
、
２
年
間
の

契
約
で
出
向
と
な
っ
た
。

JR
東
日
本
か
ら
貨
物
会
社
へ
出
向
解

除
に
な
り
賃
金
が
１
３
２
０
０
円
下
が

り
、
夏
・
年
末
の
手
当
も
下
が
り
、
す

ご
い
格
差
を
感
じ
た
。

超
勤
手
当
に
つ
い
て
JR
東
日
本
で
は

１
分
単
位
で
計
算
す
る
が
貨
物
会
社
は

そ
う
で
は
な
い
こ
と
な
ど
大
き
く
状
況

が
違
っ
て
い
た
。

出
向
に
な
っ
て
年
間
休
日
が
１
０
８

日
か
ら
１
０
５
日
に
な
っ
た
。
年
休
に

つ
い
て
有
給
だ
が
労
働
時
間
に
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
点
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
職
場
の
構
内
誘
導
業
務
が
外
注
化
さ

れ
た
。
そ
の
時
に
夜
間
入
換
が
発
生
し

た
場
合
、
運
転
も
対
応
す
る
と
話
し
合

い
で
決
め
た
。

し
か
し
現
在
、
守
ら
れ
て
い
な
い
。

構
内
業
務
の
要
員
が
減
ら
さ
れ
て
夜
間

な
ど
一
人
で
入
・
出
区
の
業
務
を
行
っ

て
い
る
。
入
換
が
発
生
す
る
と
そ
の
た

び
に
休
憩
中
で
も
夜
間
に
入
換
作
業
を

し
て
い
る
現
状
だ
。

●
ダ
イ
改
提
案
で
、
職
場
の
検
修
要
員

が
14
名
と
提
案
さ
れ
た
。

こ
れ
は
仕
業
検
査
の
担
当
者
を
日
勤

業
務
も
含
め
作
業
ダ
イ
ヤ
に
盛
り
込
ん

だ
。
こ
の
要
員
提
案
に
対
し
て
納
得
し

て
い
な
い
。
仕
業
の
担
当
者
は
55
歳
以

上
に
な
て
い
る
。
と
て
も
日
勤
業
務
は

で
き
な
い
。

●
年
金
の
比
例
報
酬
分
の
支
給
年
齢
の

問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
60
歳
以
降

の
生
活
保
障
に
つ
い
て
不
安
だ
。

60
歳
以
上
の
賃
金
格
差
が
あ
る
、
そ

の
理
由
は
？
な
ぜ
新
潟
が
最
低
額
の
13

万
円
な
の
か
。

●
１
月
に
発
生
し
た
貨
車
脱
線
に
つ
い

て
脱
線
で
は
な
く
傷
害
事
故
と
し
て
処

理
？

入
換
用
の
無
線
機
の
故
障
が
原

因
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
無
線
機
の
取
替
え
な
ど
申

し
入
れ
を
実
施
し
た
。
取
替
え
は
し
な

い
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
る
状
況
だ
。

問
題
が
残
っ
て
い
る
。
無
線
機
の
取
替

え
に
つ
い
て
、
要
求
し
て
い
く
。

（
裏
面
へ
続
く
）
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国
鉄
新
潟

春闘行動・中央行動に新潟から５名が参加した。

午後からの行動にも５名全員が参加し展開した。国

労本部は５０００円の賃上げ要求など労働条件改善

など含め取り組みを進めてきた。３月１５日春闘の

回答指定日では、ＪＲ各社はベア０回答で四国が２

１日回答とし、貨物会社は回答できないという状況

だ。

貨物会社は今回のダイヤ改正で運輸収入が５０億

円のマイナス・輸送力を増強しても２３億円のプラ

スとなり運輸収入が厳しい状況。このことから人件

費、削減につながってくる。

平成３０年度までにスリムで強靭な経営・収入の

拡大と経費の節減を進めていく。社員を犠牲に強い

る経営になっていく。自助努力だけでは守りきれな

い構造的な矛盾がある。

中央行動では、国会要請行動も全体で実施した。

国労本部は、組織拡大行動の全国統一行動を展開

している。拡大行動で貨物協においても先頭に立っ

て奮闘していこう。



●
１
月
に
発
生
し
た
貨
車
脱
線
に
つ
い
て

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
あ
い

ま
い
に
さ
せ
な
い
。

無
線
機
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
入
換

時
、
無
線
機
の
交
信
に
つ
い
て
無
音
を
１

秒
以
上
続
け
な
い
こ
と
。
１
秒
の
認
識
に

つ
い
て
ど
う
な
の
か
。

●
南
長
岡
駅
の
貨
車
脱
線
に
つ
い
て
鉄
道

人
身
事
故
の
項
目
に
な
っ
て
い
る
。
通
達

で
入
換
時
、
50
メ
ー
ト
ル
手
前
で
時
速
５

キ
ロ
以
下
・
通
告
、
復
唱
の
厳
正
化
。

●
ガ
レ
キ
輸
送
に
つ
い
て
貨
物
協
と
し
て

の
考
え
方
は
？

検
修
の
全
面
外
注
化
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
主
任
の
発
令
が
あ
っ
た
。
作
業

責
任
者
が
い
な
い
会
社
に
外
注
化
さ
せ
た
。

委
託
後
の
業
務
に
つ
い
て
問
題
だ
。

国
労
本
部
は
産
業
別
労
働
組
合
と
い
っ

て
い
る
。
貨
物
協
と
し
て
も
問
題
に
し
て

欲
し
い
。

今
回
、
定
期
委
員
会
で
４
期
目
、
議
長

に
就
任
し
た
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催

に
つ
い
て
は
３
年
前
、
財
政
上
厳
し
い
の

で
秋
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
無
く
な
っ
た
。

地
方
が
結
集
で
き
る
よ
う
な
企
画
検
討

し
大
宮
地
区
を
開
催
場
所
に
考
え
て
い
る
。

今
回
の
ダ
イ
改
で
隅
田
川
貨
車
区
が
機

関
区
と
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
関
東

で
50
名
の
削
減
に
な
っ
た
。
東
海
の
Ｓ
Ｒ

Ｃ
電
車
列
車
の
導
入
・
乗
務
員
の
曜
日
休

止
交
番
の
導
入
な
ど
で
１
名
の
削
減
。

隅
田
川
駅
に
１
両
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
の
機

関
車
が
配
置
さ
れ
入
換
乗
務
員
の
駅
社
員

化
に
戻
す
状
況
。
入
換
の
動
車
化
は
そ
の

ま
ま
で
本
線
は
走
行
で
き
な
い
状
況
だ
。

駅
の
勤
務
に
つ
い
て
説
明
が
遅
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
交
渉
を
進
め
改
善
し
て
い

く
。昨

年
、
Ｅ
Ｌ
の
入
換
が
他
区
所
で
導
入

さ
れ
た
。
機
関
車
の
ス
テ
ッ
プ
・
に
ぎ
り

棒
な
ど
の
改
善
要
求
を
上
げ
て
い
く
。

組
織
拡
大
～
関
東
貨
物
協
は
本
部
の
指

令
か
ら
拡
大
行
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

関
東
支
社
で
19
名
の
採
用
を
予
定
し
て

い
る
。
15
名
の
採
用
予
定
だ
っ
た
が
５
名

追
加
し
た
。
し
か
し
１
名
は
辞
退
し
た
。

（
駅
に
10
数
名
・
検
修
で
４
～
５
名
）

春
闘
～
ス
ト
を
配
置
し
て
闘
う
体
制
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
含
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

定
期
委
員
会
は
16
時
過
ぎ
に
、
そ
の
後

懇
親
会
を
開
催
し
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

貨
物
会
社
で
は
嘱
託
社
員
の
調
整
手

当
に
つ
い
て
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
60
歳

に
な
り
嘱
託
社
員
と
し
て
採
用
に
な
る
と

基
本
賃
金
が
13
万
円
に
な
り
ま
す
。

基
本
賃
金
の
支
給
額
が
か
な
り
差
が
あ

り
ま
す
。
新
潟
は
13
万
円
の
最
低
で
す
。

定
期
大
会
や
定
期
委
員
会
で
い
つ
も
新
潟

は
13
万
円
な
の
か
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
基
本
賃
金
の
改
善
を
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

60
歳
以
降
の
生
活
に
つ
い
て
不
安
を
抱

え
て
い
る
組
合
員
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

老
後
も
含
め
て
不
安
で
す
ね
。
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３月２１日に「嘱託社員の調整手当の新設について」貨物会社から提案

を受けた。会社側から「平成２４年度から、年金の報酬比例部分の段階的

引き上げに伴い６０歳からの無年金者が生じることに対し、社内で検討を

行っていたが、重い事柄であることから検討に時間を要し今日の提案に至っ

た」「また、実施時期については、５月１日以降、嘱託社員として採用さ

れる者から実施する」とした。

本部は、本日の提案に至った事について、「この間の交渉経緯、また４

月１日の法改正からすれば、提案が遅れたことで、当事者に対する説明も

遅れ、生活設計などにも影響を与えるものであり、今日まで提案が遅くなっ

たことは遺憾である」と抗議した。

平成２５年度より老齢厚生年金の比例報酬部分の支給開始年齢引き上げ

に伴う措置として、以下の通り調整手当を支給する。

１ 支給額

基本賃金が１８万円の嘱託社員 月額３６０００円

基本賃金が１６万円の嘱託社員 月額４２０００円

基本賃金が１５万円の嘱託社員 月額４５０００円

基本賃金が１４万円の嘱託社員 月額４７０００円

基本賃金が１３万円の嘱託社員 月額４８０００円

２ 支給期間

老齢厚生年金の比例報酬分の支給開始年齢に達する日の属する月ま

での間とする。

３ 実施時期

平成２５年５月１日以降、嘱託社員として採用される者から実施す

る。

４ その他

調整手当について基準内賃金とする。


